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部品レイアウト図

基板の部品レイアウトとジャンパの設定一覧を示します。

製作

手順を間違えるとはんだ付けできなくなることがあるので、順序に注意してください。最初にクリスタルまたはレ
ゾネータと IC ソケットを取り付けます。

1A. クリスタルを IC ソケットの内側に付ける場合

クリスタルを部品面に取り付ける手順を示します。

1.	 まず、クリスタルを取り付けますが、クリスタルの下にランドがあるので

（右図青枠）、そのランドをクリスタルの金属ケースでショートさせないよ

うに注意してください。クリスタルと基板の間に少し厚めの紙を挟んでク

リアランスを確保した上ではんだ付けすると、少し浮かして取り付けるこ

とができます。

2.	 次に IC ソケットを実装しますが、2列のピン間の隙間が狭いものは使用で

きません。丸ピンタイプのものは隙間が広いため適しています。中央に梁

が入ったものは、ニッパやカッタ・ナイフなどを使って、事前に取り除いておいてください。シングル・ラ

インの 14ピンの IC ソケットを 2本使うという方法もあります。

3.	 容量負荷としてセラミック・コンデンサ C4、C5を取り付けます。

小型の 2.5mmピッチのものはそのまま IC ソケットの間に実装でき

ます。5mmピッチの少し大きいものはそのまま取り付けると頭が

IC ソケットから飛び出ますので、図下側（赤枠）のランドに取り

付けて、少し斜めに倒して、頭が飛び出ないようにします（写真参

照）。はんだ付け面に倒して付けても構いません。チップ・コンデンサが使えれば、スペースの問題は解消

します。チップ・コンデンサ用のパッドはありませんが、スルーホールのランドにはんだ付けできます。な

お、チップ・コンデンサを部品面に取り付ける場合は、IC ソケットを付ける前にコンデンサを付けておく必

要があります。はんだ付け面に付けても構いません。C6の積層セラミック・コンデンサも取り付けますが、

この種のコンデンサは小型のものが多いため、そのまま付けられます。

1B. レゾネータをはんだ付け面に付ける場合

小型のレゾネータは、クリスタルと同じようにして取り付けられます。3ピンタイプのものは負荷コンデンサを内
蔵しているため、C4、C5は不要です。ずん胴形の大きめのものもありますが、そういうのは IC ソケットの間に
入らなかったり、頭が飛び出したりします。その場合は、はんだ付け面に倒してはんだ付けします。このとき使
用する IC ソケットは、ピン列間に広い空間は必要ないため、平ピンタイプの IC ソケットも使用できます。また、
C6の積層セラミック・コンデンサは IC ソケット間に入らない場合は、はんだ付け面に倒して取り付けます。

はんだ付け面にレゾネータを取り付ける手順を次に示します。

1.	 まず、IC ソケットを取り付けますが、レゾネータを倒したときに IC ソケットのピンが邪魔になって倒せな

いため、邪魔なピンは切断する必要があります。最初に IC ソケットの 22～ 24番ピン以外をはんだ付けし

クリスタルを使用するとき、 金属

ケースがこれらのランドに接触し

ないように注意してください。

C4、 C5 を斜めに取り付ける場合

はこちらのランドにはんだ付けし

ます。
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ます。次にまだはんだ付けしていない、22 ～ 24 番の 3本のピンの基板から飛び出

た部分を、基板ぎりぎりのところで切断します。次に22～ 24番ピンのスルー・ホー

ルにはんだを流し込みます。十分にはんだが流れ込んでいることをよく確認してく

ださい。これで、22～ 24番ピンの 3本ははんだ付け面にピンが飛び出ていない状

態になります。これら 3本のピンは倒したレゾネータの下側になるピンです。

2.	 レゾネータを倒した状態で右図のように斜め左下側の穴にはんだ付けします。この

図は部品面から基板を透過して描かれていて、IC ソケットは描かれていませんが、

実際のレゾネータは、はんだ付け面にあります。実際にはんだ付け面に取り付けた

状態は、右写真のようになります。

2. ピン・プラグ内側の部品の実装

クリスタル、またはレゾネータと IC ソケットの取り付けが終わったら、ピン・プラグの内側の残りの部品、R1、
R2、R7、R8、R9、C3を取り付けます。

3. ピン・プラグの取り付け

ピン・プラグの内側の部品をつけ終わったら、次にピン・プラグ（また
はピン・ヘッダ）をはんだ付け面から差し込み、部品面からはんだ付け
します。ピン・プラグの外側の部品を先に取り付けると、プラグがはん
だ付けできなくなるので、取り付け順序に注意してください。

ピン・プラグは上下でピンの太さが微妙に違います（右図参照）。太い
ほうを基板にはんだ付けします。ピン・プラグを取り付けたあとは、ピ
ンを曲げないように取り扱いに注意してください。

4. 残りの部品の取り付け

残りの部品を取り付けますが、CN1（ピン・ヘッダ）は 3つの LEDを取り付けた後に付けたほうが、はんだ付け
がしやすくなります。

製作 Tips

ピン・プラグにシングル・ライン（1列のもの）を使用する場合、14P ぐらいの丸
ピン IC ソケットを 2つ用意して、ピン・プラグに直角になるようにピン・プラグ
に IC ソケットを取り付けて仮固定すると、はんだ付けがやりやすくなります（右
写真参照）。

この状態でピン・プラグの両端のピンを基板に仮留めします。このとき、ピンが
基板に対して垂直になっているか、基板と平行になっているかをよく確認します。
ゆがんでいる場合は修正しますが、ピン・プラグが熱に弱いので、短時間で作業
するように注意してください。確認ができたら、IC ソケットを取り除いて残りの
ピンをはんだ付けします。なお、IC ソケットに刺さっているピンをはんだ付けすると、熱が IC ソケットのコンタ
クトに伝わって、コンタクトのバネがなまって接触不良になる恐れがありますので、仮留めではんだ付けするピ
ンは IC ソケットに刺さっていないものにしてください。

免責

当製品は、設計上、製造上などの問題如何にかかわらず発生した不具合に対して、いかなる損害賠償、補償も負
うことはできません。

誤作動すると危険なものへは使用しないでください。

レゾネータをはんだ付け面に倒し

て実装するときは、 こちらのラン

ドにはんだ付けします。

太い

細い

ピン・プラグ

プリント基板 部品面

プリント基板 はんだ付け面

太いほうのピンを部品面からはんだ付け
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部品

クリスタル、容量負荷コンデンサ、IC ソケット

クリスタル使用時は容量負荷として C4、C5を付ける必要がありますが、このコンデンサにチップ・コンデンサを
使う場合は、2× 1.6mmまたは、それより一回り大きいサイズのものが使用できます。

部品面にクリスタルまたはレゾネータを付ける場合は、IC ソケットにはピン列間のスペースが広いもの（一般に
丸ピン・タイプのものが広い）を使う必要があるので、注意してください。

抵抗器 R1

抵抗器 R1は ICSP により、奨励値が異なります。PICKEY では 10k Ω以上となっていますが、ICD-U40(CCS 社製 )
では 47k Ωとされています。過去、ICD-U40 や ICD2 で 10k Ωでも問題ありませんでしたが、問題がある場合は
ICSP の奨励値の抵抗器に変更してください。

シルク印刷図
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